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伊勢　弘志
　はじめに、本稿の問題意識として、我々現在の日本人にとっての法における権利と義務
の関係を挙げる。裁判員制度が実施された現在においてなお多くの日本人は量刑を判断で
きるほどの法的な尺度を持ち合わせていないようである。それは、判決に感情的なリアク
ションを示したり、死刑判決に戸惑う裁判員の姿に見て取れる。
　国民国家の前提においては、国民は権利の保障・保護の代価として義務を有する。犯罪
が裁かれるのは第一に、権利一義務関係における契約不履行を理由として身体の拘束を主
とした罰則が要求されるためである。しかし多くの国民は契約関係を意識することなく、
法律の遵守が求められる理由についてもそれはモラルの問題として理解しがちのようであ
る。
　このような意識傾向はいつから発生していたのであろうか。本稿はその問題が明治・大
正期に展開された国民統制政策が根源となっていることを考察するとともに、その政策の
中で靖国神社（その前身としての招魂社）とも密接に関係したことを述べる。
　筆者はこれまでに、国家官僚らと結束した政策主体としての陸軍が、嘉仁皇太子（後の
大正天皇）の地方巡啓を利用することで、各地に「恩賜の振り撒き」政策による国民教化
を行っていたことを明らかにしてきた。教化政策の中では儀式の活用による修練や、国家
権威を可視化して強調する「視覚的支配」が実施されている。本稿では右の政策の端緒と
もなった招魂社における儀式と、死者の顕彰による政治的利用を振り返り、その過程で「時
間規律」・「家族国家観の強調」・「学校行事と儀式」を具体的な内容とする政策展開がなさ
れたことを確認し、それらが日本人の道徳的紐帯の基盤となっていたことと、その影響が
現在にも続いている可能性を考える。
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一　軍部主導の国民教化政策
　近代日本の天皇制を支えるために、陸軍や政府は国民に対して様々な教化策を行なった
が、中でも筆者が明らかにしてきたのは自治政策における国民の教化方法と、国家への献
身と引き換えに与えられる利益誘導の中に織り込まれた「視覚的支配」効果であった。
　ここでの視覚的支配というのは、例えば大声で或る1つのスローガンを連呼する内に思
考に影響を及ぼしていくとされる「シュプレヒ・コール」（集団偏向現象）と同様に、見
た目にインパクトを与える催し物と、その場の全員で一斉に同じ動作を行う「儀式」によ
る修練で、「一体感」や「共同心」といった国民をコントロールしようとする政策手法を
指す。
　具体的な事例を挙げると、天皇・皇太子が地方を訪れる際に、それに合わせた公共事業
の整備が行われることによって、鉄道・街灯・病院などが設置され、あたかも皇族が訪問
したことによって地域に近代的な生活が与えられたかのような印象を植え付けていくので
ある。街灯の例では、天皇・皇太子が来る前日まで「真っ暗だった夜」が街灯によって明
るくなり、当時としては初めて街灯を見る人々に視覚的なインパクトを強く与えたことが
評価される。因みに夜を明るくする言説は、太陽神・アマテラスの子孫たる天皇・皇太子
が登場したことによる効果とするロジックにかけられてのものである。
　また、軍隊内教育においても天皇が与えた訓戒としての「軍人勅諭」の暗講を命じる上
官と、不動の姿勢でそれを暗請する兵卒といった儀式の実践が見られ、一般社会でも天皇
の言葉である「勅語」を奉読する儀式が行われている。そこでは儀式の執行者が奉読をす
る間、参加者たちは見動きもせずに奉読が終わるのを待たされたが、これらには参加して
いる当人たちが意識をしようとしまいと国家の要請する「忠誠」を内面化させようとする
意図があった。また同時に、軍人精神酒養のイデオロギー教育において立身出世や個人的
栄達が奉公に一層つくすための努力として読み替えられることで、生徒が自発的な動機を
通してイデオロギーを内面化させるケースも見られる。ここでは軍隊教育を受ける士官ら
が、家族や郷土から出世を期待されていることを背景に、国家への献身が代償を期待して
行われていたものであったことや、一般国民に比して天皇との距離の近さから得たエリー
ト意識が自らを天皇制イデオロギーに位置づけたことが看取される。
　視覚的支配政策の効果は満州でも実験的に発揮され、宣統帝博儀に「私をもっとも陶酔
させたのは「巡幸」だった。人民を訓練して盲目的服従の習慣や封建的迷信思想を養成す
る」と言わしめた。つまり、この政策によって、「理念（原理、教義）」そのものではなく、
それに基づく様々な儀礼を実践し、繰り返すことによって、「国家主義」や「天皇制」の
理念が不断に確認されていく方法が考えられたということである。そして、この「儀式」
によって心の支配を行おうとする方法の源泉が「招魂社」としての靖国神社に求め得る。
二　「靖国神社」の創生と教育への侵食
　明治政府は維新における戦死者を祀るために「招魂社」を創建したが、これが靖国神社
の前身となり、以来国内外の大きな戦闘の度に招魂祭を営む舞台装置の機能を果たした。
　靖国神社の「招魂式」は天皇が参加することで、通常の儀式よりも高い権威づけと影響
力を有したが、その最大の特徴こそは「死者の政治的利用」であった。ここには「死を顕彰」
するというシステムが内包されており、天皇によって招魂儀式が執行されることで、その
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死者がいかなる理由で死亡していても、それは「国のために役立った」、「有意義な死」に
替えられていった。またそれは、「自分たちの家族が無駄に死んだと思いたくない」とい
う遺族らの心情を容易に取り込んでもいくのである。靖国の死者たちは、この招魂祭によ
って「英霊」となり、遺族たちの暮らす各地域では「郷土の名誉」を与えられて、「死者
の顕彰」が継続された。そして次第に靖国神社は戦争の性格には関係なく、どのような死
者であっても「英霊」に変化させる「合祀」のシステムを加えたのである。
　日清戦争によって発生した戦死者を合祀する臨時大祭が政府によって二度にわたって執
行され、その度に明治天皇も参拝したが、この事は全国的に戦争と神社を結びつけること
につながっていった。即ち、元来は単なる宗教施設であったはずの全国の神社が、日清戦
後から出征兵士に対する「武運長久祈願」を行うようになり、神社は戦場と神社の参拝者
を媒介する役割を得て、「戦勝祈願」という軍事的性格を帯びた新しい権能を得ることに
なったのである。これによって参拝者が意識していなくても、家族が戦死した場合には「国
の神」として天皇から祀られる一連の行事が全国に定着し、その参拝行為が「伝統」化さ
れ、死者を次々に取り込んでいく政治的な神社が、植民地を得る度に増えていった。台湾、
関東州、樺太、朝鮮などの神社施設がそれに当たる。
　こうして生まれた支配方法は、学校や自治制度への浸透も確認できる。学校では教科書
に「英霊化した兵士」たちの戦場での活躍を描いているのであり、これらの教育は「戦意
高揚」だけでなく、重い担税に「黙って耐える」忍耐をすり込む事にも同時に利用され、
つまり「国のために貧しい生活に耐える」ことを「正しい生き方」とする説得を行うため
に、先述の「儀式による支配方法」を教育でも実施したわけである。
　重い税の負担を説得するために必要な「道徳性」を植え付けるために頻繁に用いられた
のは、二宮金次郎の「清貧で勤勉な生活」を教科書によって教え込むことであった。二宮
金次郎は、国家の政策や救済に頼ることなく、自助的な努力のみによって高い農業生産に
よる利益を上げた人物だったので、軍部の意向を受けた内務省が各地の小学校の教員を集
めて講習会を開催することで、この思想を広めていく。
　学校教育においては、教科書検定が右の政策経緯を背景に開始されており、検定を経た
教科書では祖先崇拝と家族間の義務と道徳が強調され、天皇を頂点とする「家族主義」と、
戦争で死んだ「英雄」たちを顕彰する「軍国主義」的説明がアピールされた。そして、こ
の教科書教育と同時に学校行事という形で儀式による小学児童らの訓練が行われる。
　各小学校では、校則・校訓・校歌が制定され、学校の組織化が国家主義路線の下に進め
られたが、これと並行して愛国的人物を記念するものや軍事的記念日にまつわる儀式が挙
行されるようになっていき、児童らは儀式の意図を理解することなく無意識に参加するほ
どに返って、「天皇を国父、国民を赤子とする大家族」の言説に日常的に接するようにな
っていく。
　またこの児童らには、小学校の卒業後に内務省の指導・下達を受けた町村長や小学校長
が会長を務める「青年団」が待ち受けており、洗脳教育は地域においても継続されていた。
学校と地域での教育に青年団も組み込まれることによって、さらに国家意思が人民に行き
亘るルートが補強された結果、国民は小学校から成入して軍隊に入隊するまでの間に、絶
えず「父・母に対する情を延長して国家に尽くすべきだ」と言うことを当然とする家族国
家観に影響を受け続けて生活し、成人して徴兵されると、郷里を離れた軍隊生活において
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も家族主義による擬制は継続され、解放されることがないように設計されていたのであ
る。
三　地域による「顕彰システム」の利用
　「死者の政治的利用」において始まった「顕彰システム」は、各地の郷土で内務省の意
向に従って地域住民を教育する学校教員に対しても転用されるようになっていく。内務省
は、「優良教師」を育成するために、「学校教育だけでなく青年や町村民教化にも実績を上
げた者」・「学校教育の効果を上げるため父兄等の教科啓蒙に努めた者」を称賛して表彰す
るようになり、教師の優良事績と町村事績とが「顕彰システム」によって同一性を帯びる
ようになっていた。
　優良教員には「教育功績状」という表彰状が授与されたが、教育功績状の褒状紙にわざ
わざ皇室のシンボルである菊花の紋章を用い、あたかもそれが天皇の「思召」によるもの
であるかのように印象づけていった上で、さらに功績状の伝達交付を日本の建国記念日と
して設定されていた紀元節に行った。この意味するところは優良教師として選奨される人
物の功績が天皇の恩賜によって報いられているということである。そうして最大栄誉を与
えられた各郷土の「模範者」たちは教育雑誌に採り上げられ、読者には皇室の権威と共に
理想の教育者像として国家目的に対する全一的奉仕（自発的に服従と協力をする）体制の
「担い手」の実在が披露される。
　そしてこの行事を先例として、国民を動員する行事（儀式的イベント）が新設されると
紀元節や記念日という国家権威と結合した「時間規律」を伴って挙行されている事が定番
となっていった。新設の国家行事は皇室権威と結合すると、あたかも歴史的なイベントで
あったかのように伝統視され、「規律」と「道徳性」とを伴う儀式に参加させることで国
民の間に国家権威を内面化させようと企図されていたのである。この傾向は小学児童に対
する教育においても同様で、学校で行われるようになっていた教育展覧会・学芸会・運動
会等の学校行事が、理科・体育・音楽・談話などのいわゆる近代的教育内容、つまり、元
来は日本に存在しなかった学習内容にいかにも伝統があるように捉えられ、その随所に織
り込まれた国家主義や軍国教育と共に「すり込み教育」が図られている。
　以上のように、学校を核として展開された自治の政策手法には「伝統」と「道徳」を融
合させる「恩賜の浸透」によって、民衆に「画一化」を及ぼそうとする政策傾向が確認で
きる。本稿ではとくに、これらの傾向が靖国神社を起源とする「儀式」と「視覚的支配」
によってもたらされた国民のコントロールを意図した政策であったことを確認しておく。
四　靖国神社と「道徳意識」
　本稿において考察すべき事は、現在的な問題としての「靖国神社問題」、「教科書問題」、
軍国主義を基とするバックラッシュに見られる諸問題の根源が、その起源をたどることに
よって同質の問題であることが理解できる点である。即ち、「道徳」、「伝統」、「顕彰」を
儀式の道具として日常生活に潜ませて、国家の政策意図の浸透を図った過去の経験によっ
ている。
　さらにそれらは、現在に至っても我々日本人の法意識について影響を残しているのでは
なかろうか。多くの日本人には現在も「権利」の意識が根付いておらず、「権利」を主張
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しないことが日本人の国民性であるとされることさえしばしばあるが、ここには、保障さ
れるべき個々人の権利の代価として「義務」が存在しているという認識が欠落しており、
「権利と義務」の関係が、「道徳と義務」や「モラルと義務」の関係に置き替えられて理解
されていることが指摘できる。その中では、一般的に「良い行い」や「正さ」を判断する
際に、判断の基準を秩序に求めるようになっており、どのように振舞うことが「秩序に合
うのか？」という基準で善悪を判断するようになったところがあるのではないかと思われ
る。
　以上のように戦後までの半世紀をかけて行われた教育によって、日本人の判断基準は「道
徳性」に求められる傾向を帯び、またそれは法意識から乖離していく過程ともなっていた
ことが考え得るのである。道徳的紐帯は社会通念によって裏付けられるため、「行い」に
対する判断基準としての道徳はモラルを尺度として確認されるようになり、それによって
権利の範囲もモラルの問題として見合うかどうかという問いの中に解消されていくのであ
る。
　近年は特定の世代の一部で、死を媒介とするナショナリズムが再来しようとする傾向が
見られた。その下地になっている文化論は道徳や創造された伝統のすり替えに過ぎないの
であり、靖国を支えている最大の力は、それらに取り込まれた国民の・「無意識さ」なので
ある。
　制度やシステムに原因があるのでなく、国民一人一人の「無意識さ」に潜んでいる「思
い込み」こそが原因であることを認識し、「創られた意識」を摘出しなければこれらの諸
問題は解決されることはないであろう。
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